







3.CRSビ ジネ スの 国 際 化 と戦 略 的 提 携
3.1規 制 緩 和 の 国 際 的影 響
規 制 緩 和 に よ る影 響 は国 際面 に お いて も現 れ る よ うにな った。 まず,米 国 発
着 の輸 送 に関 して,外 国 の航 空 会社 に対 す る米 国 の航 空 会 社 の競 争力 が強化 さ
れ た こ とで あ る。 この た め,外 国 の航 空 会 社 は ます ます メ ガ化 し,効 率 化 す る
米国 の航 空 会社 の圧 力 を国 際市 場 で受 け るよ うに な った。
欧 州 の航 空 会社 は,ア メ リカの メ ガキ ャ リア ーの享 受 して い る優 位性 を いか
に相 殺 す るか,そ の方 法 を見 出 そ う と した(図 表27参 照)。
企 業 合併(図27一 ①)は 選 択 肢 の一 つ で あ る。例 え ば,プ リテ ィシ ュ ・カ レ ド
ニ ア ン航 空 の会 長 は ブ リテ ィシ ュ ・エ ア ー ウエ イ ズ(BRITISHAIRWAYS)と 合
併 した第 一 の理 由 と して,ア メ リカの メ ガキ ャ リア ーの力 を引 き合 いに出 して
い る。BAは また,ア メ リカ国 内 の ア クセ スを拡 大 す るた め にユ ナ イ テ ッ ド航
空 と交 渉 して い る。
さ らに,SAS(ス カンジナ ビァ航空)と サベ ナ航 空(Sabena)は,両 社 の航 空 輸
送 を統 合 す るた め の 広 範 な交 渉 を行 い,一 方,ア リタ リア航 空 の 会 長 も ヨー
ロ ッパ の他 の航空 会 社 を買収 な い し合 併 して,ア メ リカの航空 会 社 に対 抗 した
い と述 べ て い る(ジ ャロレッ トp.42.)。








チ ャーター子会社の事業範囲を定期路線 に拡張 して
新規参入航空会社 との競争 に対抗す る
現行の経営資源を活用 して,コ ス トを削減す る
ヨーロッパ以外 の航空会社 と種々な協定 を通 じて
ヨーロッパ以外で成長す る
出 所:ル イ ス ・ギ ャ ロ レ ッ ト,p.158を も と に 作 成
っ ぎ にt欧 州 系 航 空 会 社 は米 国 系CRSの 上 陸 を極 度 に恐 れ
,政 府 間 交 渉 に
よ っ て 時 間 を か せ ぐ間 に 結 束 して,独 自 のCRSの 開 発 を しよ う と試 み た
。 ま
ず,エ ー ル フ ラ ンス}イ ベ リア航 空,ル フ トハ ンザ ドイ ッ航 空
,SAS(ス カ ンジ
ナ ビァ航 空)の4社 が 中 心 と な りそ れ ぞ れ のCRSを 統 合 し
,さ ら に 欧 州 の 中 小
航 空 会 社 の シ ス テ ム を 吸 収 し,モ ー ッ ア ル トに あ や か っ て ア マ デ ウ ス(AMA -
DEUS)と 名 付 け た コ ン ソ ー シ ア ム を 発 足 さ せ た
。ア マ デ ウ ス と 同 じ頃 ア リタ リ
ア,KLM,英 国 航 空,ス イ ス航 空
,サ ベ ナ な どIBMユ ー ザ ー もCRSを 統 合 し,
ガ リ レオ(GALILEO)と 命 名 した
。
ア マ デ ウ ス 系 列 の 航 空 会 社;
エ ー ル フ ラ ンス,イ ベ リア航 空,ル フ トハ ンザ ドイ ッ航 空 ,SAS(ス カ ンジ
ナ ビア航空),エ ア ー ・イ ン タ ー(AirInter)
,エ ミレー ッ航空(Emirates),ア
イ ス ラ ン ドエ ア ー(IcelandAir) ,ア ド リア,エ ア ー モ ー リシ ャ ス,エ ー ル.
ア ン テ ー ル ・ ブ ラ ー テ ン ス・SAFE ,フ ィ ンエ アrJAT,ル ク ス エ ア ー,
リネ フ リー グ・ ア イ ス ラ ンデ ッ ク,UTA ,タ イ,SNCF(フ ラ ンス国鉄)}ド
イ ッ国 鉄(旧 西 独)
ガ リ レオ系 列 の 航 空 会 社;
英 国 航 空,KLM,ス イ ス エ ア ー,ア リ タ リア航 空 ,エ ア ー リ ンガ ス(Air
Lingus),オ ー ス ト リア航 空(AustrianAirline)
,オ リン ピ ッ ク航 空,サ ベ ナ
(336) CRS(ComputerReservationSystem)49
航 空,エ ア ー ポル トガ ル,コ ビア(旧 アポロ)(川 口p.52)
二 っ の グル ー プ に共 通 す る の は米 国 の 巨大CRS,と くに セ ーバ ー とア ポ ロに
対 す る危 機 感 で あ る。 例 え ば,セ ーバ ーを保有 す るア メ リカ ン航 空 は米 国 内 を
起 点 と した北 太 平洋 路 線 に強 く,殴 州 と米 国 を結 ぶ路 線 で は英 国 航空 や ル フ ト
ハ ンザ航 空 と競 合 す る機会 が多 い。 しか も1986年4月 よ り,セ ーバ ー端末 をパ
リや ロ ン ドンな ど大 都 市 を中心 に欧 州 の旅 行 代理 店 向 け に販 売 しは じめ た。
英 国 航 空 は じめ欧 州 系航 空 会社 は独 自のCRSを 構築 ・ 運 用 して きたが}米
国 系 のCRSに 比 べ る と シス テ ム レベ ルで大 幅 に劣 って い た。 その うえCRSへ
の投 資,シ ス テ ム開発 能 力,サ ー ビス人 員 な どで,米 国 系CRSベ ンダ ーに は と
て も,欧 州 系航 空 会 社 が単 独 で対抗 で き る相手 で はな い。
そ こで,各 グル ー プ は米 国系CRSと 競 合 せず に,デ ー タ共 有 あ るい は技 術
支 援 を 目的 に,米 国 系CRSと 提 携 した(図27一 ②)。
ガ リレオ ・グル ー プの なか で,英 国航 空 はユ ナ イテ ッ ド航 空 と航 空 輸送 面 で
提携 して い るほ か,ユ ナ イ テ ッ ド航 空 は ア メ リカ ン航 空 ほ ど北 太 平洋 路 線 に強
くな く,英 国航 空 と競 争 関係 に な い こ とか ら,ガ リ レオ ・グル ー プ は コ ビア社
(ア ポロのオーナー会社)を 選 択 し,資 本参 加 した。 コ ビア社 もこれ に対 応 して ガ
リレオに資 本参 加 した(や がて,こ の関係 は1992年 にな り,ガ リレオ ・アポロ両社の
合併 に進展 した)。
0方 ,ア マ デ ウス は当初,ア メ リカ ン航 空 の セ ーバ ー と提携 す る予定 だ った
が,路 線 上 の競 合 が厳 しす ぎ るため,テ キサ ス航 空 の システ ム ワ ンを利用 す る
ことに決 ま った。
また,殴 州 と異 な り}ア ジア地域 で は広 い地 域 に各 国 が分散 して い る事 な ど
か ら,航 空 会社 間 の提携 関係 は あ ま り発 展 して い な い。ただ しCRSで は,キ ャ
セ イ航 空,タ イ航空,シ ンガ ポ ール航 空 が協 力 して,ア バ カ ス連 合(ABACUS,
ソロバ ンの意)を 設 立 した。 そ の後,マ レー シア航 空,フ ィ リッ ピン航 空,中 華
航 空 が アバ カ ス に参 加 し,ト ラ ンス ワ ール ド ・ノー一ス ウエ ス トのPARSを 利
用 す る こ とが決 ま った 。 また,タ イ航 空 は アバ カ スに参 加 して いたが,途 中 で
脱退 し独 自のCRSを 開発 した(タ イ航空 は後 にアマデウスと提携 した)。
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この ように米国 欧州,ア ジアに次 々と巨大CRSが 誕生 し
,中 小航空会社 の
CRSを 統合 す る一 方,旅 行代 理店 に 自社端末 を設 置 させ よ うと して積極的販
売 を始 めた(図 表28参 照)。
米国
図表28主 要CRS提 携 関系(1991年ll月 現在)
欧州 東 南 ア ジア ・オセ アニ ア
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一 資 本 提 携 一一 シ ス テ ム提 供=技 術 供 与/提 携
(注)米 国4大CRS(含 む 外 国 展 開 分)内 の 代 理 店 シ ェ ア ー(1990
.6現 在)
①GEMINI(ジ ェ ミニ):出 資AirCanada ,CanadianAirLineslnternational
約70%,COVIAPARTNERSHIP約30% .
②APOLLO(ア ポ ロ)運 営 はCOVIA(コ ビ ア)PARTNERSHIP:
出 資UnitedAirLines50%,UAAIR11% ,BritsihAirwaysl1%,SwissAir
11%,KLM10%,AZitaria6% ,AirCanadaL%.
③SYSTEMONE(シ ス テ ム ワ ン):出 資ContinentalAirLinesHoldings
.







⑤GALILEO(ガ リ レ オ):欧 州 内IBM系,CRSを 使 用 す る 航 空 会 社Britsish
Airways,SwissAir,KLM,Alitaria,AustrianAirLines,AirLingus,TAPAir
Portugal,SABENA,OLMPICAirways,UnitedAirLines.
⑥AMADEUS(ア マ デ ウ ス)=LUFTTHANSA25%,AIRFRANCE25%,IBERIA
25%,SAS25%,但 しSASは 持 株 処 分 す る見 込 み,現 在AMADEUSONEを 展
開,レ ベ ル ア ツ プ中 。
欧 州 内UNISYS系CRSを 使 用 す る航 空 会 社 を 中心 に ス タ ー ト,ソ フ トウ エ ア ー は
SYSTEMONEよ り購 入,CPUはIBM使 用 。 タ イ航 空 はABACUS参 加 を取 り止
め,AMADEUSに 参 加 。
⑦FANTASIA(フ ァ ン タ ジ ア):QANTASCRSの マ ー ケ テ ィ ン グ会 社 。
⑧SOUTHERNCROSS(サ ウザ ン ク ロ ス)=AnsettAirLines,AustralianAir
Lines.出 資CRSの マ ー ケ テ ィ ン グ会 社 。
⑨INFINI(イ ンフ ィ ニ)11990年6月,AllNipponAirways(全 日空)60%,
ABACUS(CRS)40%出 資 の 合 弁 会 社 。
⑩ABACUS(ア バ カ ス)=SingaporeAirLines,CathayPacifiAirlines,
PhilippineAirLines,RoyalBruneiAirLines,ChinaAirLines,MalaysianAir
Lines,WORLDSPAN(CRS)出 資5%。
1989年 よ りPARSの シ ス テ ム の 一 部 を 借 りて 稼 動 中 。1992年 よ り独 自 シ ス テ ム稼
動 。CRS企 業 と してABACUSTRAVELSYSTEMを 設 立 。
出所:ル イス ・ジャロ レット 「航空輸送 の グローバル化 と戦略的経営」 成山堂,P・185,1991年7
月,手 島 尚 「航 空 セ ミナー専 門講 座 テキ ス ト」 日本 航空 リサ ーチセ ンター・三 和総研 編
「サー ビス産業の国際戦略化」P-193,お よびCOVIA社 提供資料 よ り作成。
3.2日 本 のCRS
この世 界 的CRS戦 争 は我 が国 に も波 及 した。CRS発 足 当時我 が国 で は国際
線定 期航 空 会社 は 日本航 空 一社 で あ った。 日本 航 空 は1964年 にJALCOMIを
完 成 させ た。 これ はそ の後,ジ ャ ンボ機 就 航 に よ る旅 客 の増加,情 報 量 の増大
に伴 って,JALCOMII,JALCOM皿 と成 長 し,1988年 に はAXESS(ア クセス)
と名 称 変 更,旅 行業 界VANと して機能 を拡 張 した(図 表29参 照)。
一 方 ,我 が国 の海外 市場 に注 目 したユ ナ イ テ ッ ド航 空 は,1986年 パ ン ・アメ
リカ ン航 空 か ら太 平 洋 線 を買 い取 って 日本 乗 り入 れ を始 め る と同 時 に,CRS
を 日本 に上 陸 させ旅行 代 理 店業 界 に展 開 を図 った(図 表30参 照)。
ま た,ア メ リカ ン航 空 は全 日空 の端 末 を介 して 日本 で の端末 展開 を図 った。
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図 表29AXESSの 歴史

















1964年JALCOMI← 座席 管理 業務 の機械 化
(使 用 コ ン ピュー タNEC)社 内業 務 の効 率化
1970年JALCOMIIF-一 予約 業務 の 自動 化
(IBM)旅 客 サー ビスの向上
1973年 大 手旅 行代理 店 への試験 的展 開
1979年JALCOM皿 ←発 券業務 の 自動化
(IBM) 代理店への本格的展開開始
1986年MULTI-JAPAN← 代理店 向 け機 能 の充実化 第一歩
函
1987年 日航完 全民営 化
1987年AXESSセ ンター発 足 端 末約2,400台
1988年AXESS← 代 理店 への積極 的 な展開開 始
1991年AXESS運 営 を別 会社化 ← 中ｺL性,公 共性 の強化,明
確化 ㈱ ア クセス国際 ネ ッ トワー ク
端末 約 ・1台(1991年12月 現在)







台 数 特 徴
APOLLOc2a)
(ユ ナ イ テ ッ ド航 空)
1986年
9月 N.A 1,800
観 光,ホ テル,鉄 道,レ ンタ
イ ベ ン ト,米 国 内 運 賃 な ど
ベ ースが充実
AXESS(25)
(日 本 航 空 系)
1988年
8月








N.A :11 アクセ スの端末,機 能を意識
発,代 理店業務支援機能
マ ウ イ ン
出所:ユ ナイテ ッ ド航空,日 本航 空,全 日空な ど各種 資料 よ り作成
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① 申込み時 に決 めていて変 更は しなか った43.1
② 旅行代理店のすすめで変更 した























出所=梅 原 「戦略情報 システムAXESS」 資料
ア メ リカ ン航 空 は成 田一 ダ ラス間 な ど太平 洋 地 区 に0日 数 便 しか運航 して い な
い こ とか ら,日 本航 空 に と って,さ ほ ど脅 威 にな らない。と ころが,ユ ナ イテ ッ
ド航 空 は米 国 内5ヵ 所(シ カ ゴ,デ ンバ ー,ワ シ ン トン,サ ンフ ランシスコ,ロ スァ ン
ゼル ス)と 成 田 に ハ ブ空 港 を も って い る こ とか ら,日 本 航 空 と直接 利 害 が 衝 突
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す ることにな る。
そ こで,日 本航空 はアポロ上陸を迎え打っ作戦 に出た。図表31の7よ り,旅
客 は旅行代理店のすす めによる航空会社(53.7%)を 選 びが ちで ある ことか ら,
海外旅行市場防衛 のため,AXESS端 末 を積極的 に旅行代理店 に展 開 した。
次 に,ア ポロ端末 による日本航空利用の航空券を禁止 した。 日本発 の太平洋
旅客の過半数 は日本航空利用で あるか ら,米 国国内がユナイテ ッ ド航空で も,
その航空券 はアポ ロで は発券で きなか った。当然 ユナイテ ッ ド航空 は この措置
に激 しく抗議 し,つ いに政府間交渉の議題 にす らな った。 アポロ端末 による日
本航 空券発券禁止 は1989年 まで続 き,そ の後 はア ポロ端末 で も日本航 空券 は
発券 で きるよ うになった。
一方
,1986年 国際線定期進 出を果 た した全 日空 は国 内線専用のCRSリ ザー
(27}
ナ を も って い たが,こ れ は国 際 線 用 に転 用 で き な い の で,ア メ リカ ン航 空 の
CRSセ ーバ ー と提 携 す る こ と を決 定 した。 更 に,国 内 的 に は 日本 航 空 系 の
CRS「 マ ルチ ・ジ ャパ ン(MULTI-JAPAN)」 に加 盟 し,日 本 と ア メ リカで の予
約 と発券 体 制 を整 え た。
マ ル チ ・ジ ャパ ンは 日本 に乗 り入 れ て い る航 空 会 社 の うち約30社 が利 用 し
(2s>
て い る航 空VANで あ る。 このVANを 利 用 す れ ば外 国 航 空 会社 は ア クセ ス端
末 を使 って,本 国 の ホ ス ト ・コ ンピュ ー タと接 続 で き る し,自 社 航空 券 も発 券
で き る。 これ らの航 空 会 社 はマ ル チ ・ジ ャパ ンに加盟 す れ ば,自 社系 列 のCRS
を 日本市 場 に展 開 す る必要 はな い。従 って,現 在 で は ア ポ ロお よ び アバ カ ス系
列 の航 空 会社 以外 は ほ とん どが マ ルチ ・ジ ャパ ンを利用 して い る。
対 す る全 日空 は英 国 航空 か ら国 際専 用 予約 シ ステ ムを購 入 し,able(エ ーブ
ル)と 名 付 け た シ ス テ ムを 完 成 させ る と,1989年 マ ル チ ・ジ ャパ ンか ら脱 退
し,ア バ カ ス グル ー プ と組 ん で共 同 出 資 のCRS「 イ ンフ ィニ」を発 足 させ た。
全 日空 は 自社 システ ム によ る発券 を確 保 したか った こ とt自 社 端 末 を代 理店 に
設 置 しな い と他 社 の システ ム に有 利 に働 く現 象(ハ ロー現象)が あ る とされ て い
たの で,こ れ を 自社 に有利 に誘 導 した か った と思 われ る。 しか し何 とい って も,
日本 航 空 に対 す る競 争 意 識 が あ って,CRS会 社 設 立 に走 った と見 られ る。
(330) CRS(ComputerReservationSystem)55
図表32日 本航 空,全 日空 のCRS
一
航 空 会 社 日 本 航 空 全 日 空
システム関係要員数 本 社330,子 会社300人 本 社150,子 会社150人
ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ
国際系 IBM3090 IBM3090
国内系 IBM3090 UNISYS1104
予約 システム名称 AXESS able
予約機能
航空座席予約 約650の 定期航空会社 約650の 定期航空会社
航空券発券 約30社(MULTI-JAPAN) 約23社(BSP)
ホテル,旅 館 SAHARAシ ステム(世 界1万 軒) SAHARAシ ステム(世 界1万 軒)
殴米 の 主要 ホテル チ ェー ン 全 口空 ホテ ル
日航 ホテル
パ ッケ ー ジ旅 現 在22ブ ラ ン ド(申 込 は69 スカ イ ホ リデ ーな ど全 日空 ブ
行 社74ブ ラ ン ド),日 本 交通公 ラ ン ド の パ ッ ケ ー ジ 旅 行
社などは商品登録のみ 1,000コ ー ス
主要提供情報 世界各地の天候やイベ ン ト情 世 界 各 都 市 の レ ス トラ ン,
報 シ ョッ ピング情 報(全 て シ ョ ッ ピ ン グ 情 報(英 語),
日本語),国 内の旅行情報 国内の旅行情報
運賃計算機能 自社 英国航空に委託(ABLE経 由
で ア ク セ ス)
代理店業務支援機能 代 理店業 務 システ ムDS-1, な し
旅行保険処理機能
予約端末機能 AXESS端 末(CRT), ABLE端 末(CRT),
AXESS-MINI(公 衆回線接続型) ABLE-Q(公 衆回線接続型)
AXESS-一 一L(ラ ッ プ ト ッ プ 型)
設置 旅行代理店 5,131台(89年 現 在) 4,500台(89年 現 在)
端末 一般企業 60台(89年 現在) 300台(89年 現在)
台数 その他 フ ァ ミ リ ー レ ス ト ラ ン 出光 系 ガ ソ リンス タ ン ド
(ジ ョナ サ ン) 営団地下鉄
システム結 合先
航空会社 MULTI-JAPANtア メ リカ ン航空 など ア メ リン航 空 な ど
旅行代理店 交通公社,日 本通運,JRな ど 同左
その他
システ ム投資額 約1,300億 円(88年 から4年 間) 約500億 円(ABLE構 築費)
基本 ソフト英国航空より購入




出 所:日 経 コ ン ピ ュ ー タ1989.10.9,p.89,AXESSセ ン タ ー・お よ び 全 日 空 資 料 よ り作 成
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こ こでAXESSとable(図 表32)を 比 較 して み よ う。 基本 的 な機 能 に は差 が
な いが,細 か く見 る と 日航 の方 が優 位 にた って い る こ とが わか る。 世 界650社
の航 空 会 社 の定期 便 予 約機 能 は ほぼ同 じだが,発 券 まで の航 空 会社 数 は 日航 の
方 が 多 い。 ホ テル やパ ッケ ー ジ旅 行 に関 して も,全 日空 が 自社 ブ ラ ン ドのパ ッ
ケ ー ジ旅 行 しか予 約 で き ない の に対 し,日 航 は ジ ェ ッ トッアー な ど他社 ブ ラ ン
ドの商 品 の予約 が 可 能 で あ る。 その うえ,代 理 店業 務 支援 機 能 や運 賃計 算 機能
が あ る こ と も優 位点 で あ る。 さ らにAXESSはMS-Windowsを 他 社 に先駆 け
て搭 載 す る こ とで使 い やす さを配 慮 した端 末 とな って い る。 そ の うえ,操 作方
法 の統 一 も競 合他 社 のCRSに な い利 点 で あ る。
こ う した情報 の質,旅 行 関連 情 報 や提 供 で き る機能 の豊 富 さa端 末 の操 作 性
な ど に よ りAXESS端 末 の代理 店 設 置 台数 は5,000台 と急 増 して い る。
と はいえ 日航 に は国 内 の路 線 網,旅 行 情報 が相対 的 に弱 い,と い う弱 点 が あ
る。 そ こで,全 日空 は 自社 の支店,営 業網 を活 用 して 日本 全国 の イベ ン ト,観
光 情 報 を収 集,ableで 提 供 す る計 画 で あ る。 さ らに,第2案 は出光 系 の ガ ソ リ
ンス タ ン ド,営 団地 下 鉄,西 友 な どに予 約 ・発 券 端 末 を設 置 し,非 旅 行代 理 店
端 末設 置 台数 シェ ア ーを拡大 しよ うと して い る。 第3案 は シ ンガ ポ ー ル航 空 や
キ ャセ イ ・パ シ フ ィ ッ ク な ど東 南 ア ジ ア系 航 空 会 社5社 が 共 同 で 設 立 した
ABACUS(ア バカス)グ ル ー プ との提 携 で あ る。ABACUSとableを 接 続 す る
こ と に よ り,将 来 国 際線 の予 約 ・情 報 提 供 で競 争 優 位 に 立て る との思 惑 が あ
る。
3.3旅 行業 界 のCRS
全 日空 を初 め とす る航 空会 社 がCRS機 能 を強化 して,ホ テル,レ ンタカ ー,
イベ ン トあ る い は系 列 の旅 行 会 社 のパ ッケ ー ジ ・ッアー の予約 ま で手 を広 げ,
中小 旅 行 代理 店 や大手 企 業 に端 末 を設 置 して きた。 また,JR東 海,JR東 日本
の両 社 も1988年 春 か ら,一 般 企 業 にCRS端 末 を設 置 で きる体 制 を整 え っっ あ
る(図 表33)。
こ う した航 空 会 社 や 鉄 道 のCRS攻 勢 に川 下 側 企 業,旅 行 代 理 店 側 が危 機 感
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を懐 き,対 抗手 段 を考 え るよ うに な った。
日本 旅 行(si)で は1986年 夏 か ら,旅 行情 報 の蘇 旅 行 商 品 の予約 ・発 券 を
共 同 のCRSを 通 じて行 う`DATA-VAN'の 構 築 を検 討 して きた。 しか しな が
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近畿 日本 ツー リス ト
日本旅 行
近畿 日本 ツー リス ト
日本 旅行
JTB,近 畿 日本 ツ ー リス ト,日 本 旅 行
APOLLOの 日本 進 出
`DATA --VAN'構 想
JR系 のVANCN,NTTツ ア ー一メ デ ィ アVANビ ス開 始(32)
近 畿 日本 ッー リス トCRST端 末 「旅 丸 くん 」 の サ ー ビス開 始
近 畿 日本 ッー リス トNTTッ ア ー メ デ ィア と接 続
近 畿 日本 ッ ー リス トAPOLLOと 接 続
JTB,日 本 旅 行,全 日空SABREと 接 続
日本航空 と接続(国 内予約 システム)
全 日空 と接続(国 内予約 システム)
全 日空,東 亜国内航空 と接続(国 内予約 システム)
日本航空 と接続(国 内予約 システム)
国鉄予約 システム(MARS)と 接続
出 所:日 経 コ ン ピ ュ ー タ1991.2.11,p.139,近 畿 日 本 ッ ー リ ス ト 「ッ ー リス トの 情 報 シ ス テ ム 」,
ITEC(情 報 処 理 技 術 者 教 育 セ ン タ ー)「INFORMATIONSYSTEMSTORY」 な ど よ り作
成
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ら,中 堅 ・中小代 理 店 に は大手 旅 行 業 者 に振 り回 され るので はな いか,と い う
危 惧 が あ った。また,大 手 旅 行 業 者 に は既 に社 内 シス テ ムの構築 を始 めて お り,
どの シ ステ ム を中心 に シス テ ム構 築 す るかで 意 見 の対立 が あ った。 実 際JTB
の ホ ス ト ・コ ン ピュー タがIBM,近 畿 日本 ッー リス トと 日本 旅 行 が ユ ニ シスr
東 急観 光 が 日立 とそ れぞ れ異 な って い る。 当然,基 本 ソフ トウエ ア も端 末 の操
作 方法 も違 い,業 界 共通VANを 構 築 す る こ とは難 しい。
や がてyこ の構 想 は1987年4月 に な り凍 結 され,事 実 上 立 ち消 え にな った
(図表34)。
そ の結 果,大 手 旅 行代 理 店 は次 々 に独 自のVANを 構 築 す る こ とにな った。
1988年 に は業 界3位 の近 畿 日本 ッー リス トが ユ ナ イ テ ッ ド航 空 と提 携 す る と
発 表 した の に続 き,最 大手 の 日本 交通 公 社,第 三 位 の 日本旅 行 が セ ーバ ー と提
携 す る と発 表 し,米 国2大CRSと の関係 は一 挙 に強 ま った。 さ らに近畿 日本
ツー リス トは4月 か ら業界VAN「 旅 丸 くん」 を,日 本 交 通 公社 と 日本旅 行 は
1989年 か ら,業 界VAN「 た び ネ ッ トJ,「 トラベ リング」を それ ぞ れ ス ター トさ
せ た。これ は,日 本国 有 鉄道(現JR),日 本 航 空 が相 次 いで民 営 化 され,JRは 従
来旅 行 代 理店 に任 せ て いた定 期 券販 売 や 修学 旅 行取 扱 業 務 を独 自で行 え るよ う
にな った。 またJR,日 本 航 空,全 日空 は大 ロユ ー ザ ーで あ る大手 企業 に対 しチ
ケ ッ ト予約 ・発 券 端末 を設 置,代 理 店 抜 きの取 引 が で きる よ うに な った。 従 っ
て,旅 行代 理 店 は勢 い,海 外 旅 行 の比 重 を高 め な けれ ば な らず,そ の た め に は
豊 富 な情 報 量 を ほ こ る米CRSと 提 携 しな けれ ば な らな くな る。
(30)
特 に,大 手旅 行 代 理 店 は転 換 す る旅 行 市場 で の生 き残 りをか けて,各 社 と も
①POS(販 売時点売上管理)や 顧 客 管理 の た め の シス テ ムに,積 極 的 に投 資
した り,
② 中小 代 理 店 の囲 い込 み(系 列化)を 図 るた め,た び ネ ッ ト(JTB)や 新 旅 ま
る くん(KNT)な ど業 界VANを 構 築 し,そ の端 末 を代 理店 に展 開 しよ う と
して い る。
さ らに,大 手旅 行 代 理 店 は海 外 のCRSで あ る ア ポ ロ,セ ーバ ー と結 びつ くこ
とに よ って,競 争 力 を強 化 しよ う と して い る。 これ に よ り,従 来 開 発 して きた
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代理店 の端末か らは,国 内航空会社 の座 を強化 しよ うとしている。これによ り,
従来 開発 して きた代理店 の端末 か らは,国 内航空会社 の座席予約 はで きない
が,ア ポ ロ,セ ーバ ーを通 じてな ら日本航空や全 日空 を含 む全世界約650社 の
航空機 が端末上で予約で き,競 合他社 と差別化が図 られる ことになる。
図表35は 大手旅 行代理店3社 のVANの 機能 を示 した ものであ る。 これか
ら明 らかなのは,予 約 ・発券機能 やi端 末使用料 が各社 ほぼ同 じであ る。 これ
に対 し,航 空会社系 のVAN(図 表36参 照)は 旅行代理店系 と比較 して,使 用料
金が安 いこと,運 賃計算機能な ど航空機利用に適 してい る。従 って,航 空機 だ
けを利用す る旅行者 には代理店系VANは 劣 っている。
これ に対 して代理店系のVANは 予約 で きる海外 ・国内パ ック旅行数,ホ テ
ルの数や室数 鉄道 やバス,船 などの タイム ・テーブル,国 内の観光 ・イベ ン
ト情報 は確実 に多 い。
しか しなが ら,旅 行業界が今後大手航空会社 とのCRS端 末設置競争 に生 き
抜 くには課題 も残 ってい る。 その0つ は航空会社が提供 を始 めている代理店営
業マ ンむけ携帯端末 の提供で ある。 これは旅行代理店の営業 マ ンが顧客先 に端
末 を持 ち込 み,商 談 の場 で予 約 や情報 検索 が で きる もの。既 に 日本航 空 は
「AXESS-,mini」,ユ ナイテ ッ ド航空 は 「ダイヤル ・ア ップApollo」 を1988年
か ら代理 店 に提供 しは じめて いる。つ ぎに 日本航空 や全 日空・JRが 大手 ユー
ザー企業 な どに設 置す る端末 の開発 も課 題 のひ とつで あ る。端末 が普 及 すれ
ば,旅 行代理店の支店,営 業所 の集客力 にも悪影響 がで ることにな る。
結局,大 手航空会社系VANに 対抗す るには,旅 行代理店 と して はチケ ッ ト
の販売 に重 きを置 かず,よ り付加価値の高 いサー ビス,商 品(品 揃えの拡大)に
比重を移 して い くしかない。航空会社やJRな どが旅行代理店業 に乗 り出 した
以上,旅 行資源 の単 品販売 とい う付加価値の低 い商品流通 に,代 理店が介在す
る余地 は確実 に減 ってい くことにな る。 その意味で も,現 在開発 してい る業界
VANが どこまで旅行関連情報 の質,量 を高 め られ るか,さ らに川上,川 下企業
同志のCRSを 軸 とした戦略提携が今後 の焦点 とな ろう。
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図表35旅 行代理店大手3社 の業界VAN
0325)
社 名 日本交通公社 近 畿 日本 ッー リス ト 日 本 旅 行
端末提供開始 89年1月 88年2月 89年1月
システ ム名 TRIPSIV6.(29) TERANC)S QRN
ホ ス ト ・ IBM3090-150E UNISYS1100/92 UNISYS1100/92
コ ン ピ ュ ー タ
VAN名 称 た び ネ ッ ト 新旅丸 くん トラ ベ リ ン グ
価格 9万 円/月 9万5,000円/月 9万 円/月(回 線使用
(回線使用料込) (回線使用料込) 料s保 守料込)







セ ー バ ー機 能 付 加
5,000円
契約金50万 円
端末社外設置 89年 約800台 89年 約300台 89年 約320台
台数(全 体) (3,800台) (2,220台) (1,23Q台)
端末供給 メー 日本電気,沖 電気 沖電気 沖電気
カ ー
社外端末で予 JAL,ANA,,SAS,日 .TAL,ANA,JAS,ア JAL,ANA,JAS,
約 可能 な ホー 通 航 空,セ ー バ ー(88 ポ ロ(88年12月 接続) セ ー バ ー(88年 接 続)
ル セ ラー 年 接 続),名 鉄 観 光 な ど
サ ー ビス,JR東 海
発券機能 有 国内線航空会社の自動 有
発券有
メ.ニ ユ ー
①航空座席予 ①JAL,ANA,JAS JAL,ANA,JAS C1]JAL,ANA,JAS
約 など約650航 空会社 など約650航 空会社 など約650航 空会社
②海外パ ック ② 約3,500コ ー ス ② 約6,300コ ー ス ② 約2,500コ ー ス
旅行 ③3,700コ ー一ス ③1万5,000コ ー ス ③4,000コ ー ス
③ 国内 パ ック ④1万4,000ホ テ ル ④1万7,000ホ テ ル ④1万4,000コ ー ス
旅行 ⑤ 約4,500ホ テ ル (ア ポ ロ) (ア ポA)
④海外宿泊 ⑥各種情報検索機能の ⑤ 約2,500ホ テ ル ⑤ 約2,800ホ テ ル
⑤国内宿泊 充 実(日 本 語,13 ⑥各種情報検索機能 ⑥ セ ー バ ー シ ス テ ム の
⑥旅行情報 万件) (ア ポ ロ)国 内 旅 行 各種情報検索機能利
⑦国内船車券
}
⑦京王帝都,近 鉄,新 情 報 システ ム 「トラ 用
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提携会社 日本海 フ ェ リー,関
西汽船,京 阪バ ス
ベ ル ァ イ」(地 図 情}
報 出力)
⑦近鉄,京 阪 バ ス,関
西汽船
⑦ 近鉄,京 阪 バ ス,関
西汽船
その他 漢 字 表 示,ペ ンタ ッチ
入 力
デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド約
7,500人/日
レ ン タ カ ー,タ ク
シ ー,食 事,弁 当
デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド約
4,000人/日
レ ン タ カ ー,タ ク
シ ー,食 事,弁 当
デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド約
3,000人/日,レ ン タ
カ ー,タ ク シ ー,食
事,弁 当
旅 行 行 程 に よ り 自動 予
約 可 。 団 体 顧 客情 報 の
デ ー タベ ー ス化










出 所:日 経 コ ン ピ ュ ー タ198910.9,p.92,日 経 コ ン ピ ュ ー タ....11,p.fi5.
斎 藤 「第 一 回 航 空 専 門 セ ミナ ー 」p。5欲JTB,近 畿 日 本 ッ ー リス ト,El本 旅 行 資 料 よ り作 成
図表36航 空会社系VAN
社 名 COMA 日 本 航 空 全 日 空
端末提供開始 86年9月(日 本) 86年10月 88年5月

























簡易端末:東 芝 三菱電機 東芝
社外端末で予
約可能なホー
近畿 日本 ッー リス トな
ど
JTB(日 本 交通公社),
近畿 日本 ッー リス ト,
JTB,近 畿 日本 ッ ー リ
ス ト,日 本 旅 行,全 国
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ル セ ラー 日本旅行,全 国農協観
光,東 急 観 光 な ど計
64社 以上
農協観光など
発券機能 専用端末は有 専用端末は有 有
運賃計算機能 有 有 有










① 約650航 空 会社
④1万7,500ホ テル
①約650航 空 会社
② 数十 万 コー ス
(詳 細不 明)




⑤ 日航 ジ ェ ッ トプ ラ ン
⑥ 各種情 報検索 機能
①約650航 空会 社
②1,100コ ー ス以上
④ 約1万 ホ テル
(SITA利 用)
⑤ 約100ホ テル
⑥ セーバ ー システ ムの





レ ン タ カ ー-30社,
7,000営 業 所
(注)ホ ー ル セ ラ ー=自 社 で パ ッ ク旅 行 を 組 み 立 て 販 売 して い る 旅 行 業 者 を い う
。
出 所:日 経 コ ン ピ ュ ー タ1988,7.11,p.64を 修 正 お よ び 追 加
4.CRSの 今 後
日本 で も,す で に規 制 緩 和 が徐 々 に始 ま り,X994年 関 西 国 際 空 港 が開 港 し
た。 加 え てECの 統 合 に よ り,ヨ ー ロ ッパ も航 空業 界 再編 で揺 れ て い る。 一 説
に はsヨ 闇 ロ ッパ に は3～5社 の航 空 会社 しか生 き残 れ な い といわ れ てお り,サ
バ イバ ル競 争 が行 わ れて い る
。
この よ うな激 変 を迎 え る航 空 業 界 で は今 後 どの よ うな経 営 戦 略 でCRSを 活
用 して い くの で あ ろ うか。CRSの 現 状 と今後 を 占 って み よ う。
4.1グ ローバ ル な提 携 と競 争
図 表37に 見 られ るよ うに,航 空 会社 の予 約 システ ム と して出発 したCRSは
次 第 に機 能 が拡 張 して旅 行 業 全般 に及 ぶ機 能 を持 つ シス テ ムに な った。
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進 む にっ れ て航 空 会社 間 の提 携 が盛 ん に な った。 別項 で述 べ た よ うに
,各 航 空
会 社 は単 に 自社便 の予 約 だ けで な く,i接 続 旅 客 の便 宜 の ため他 社 便 の案 内 と予
約 もで き るよ うに し,そ の結 果 航 空 会社 間 の提携 が活 発 に行 われ た
。 この提 携
が まず 米 国 内・ や がて 欧 州,ア ジァ とい った地 域 ご とに集 約 の方 向 に進 み セ _
バ ー,ア ポ ロ,ガ リレオ,ア マ デ ウス,ア バ カ ス とい った 巨大CRSが 誕 生 した
。
この巨大CRSを 核 と して地 域 ごとに,ま た地 域 間 の提 携 と系 列 化 が進 ん だ。
CRSの 系 列 化 は決 して偶 然 で は な い。1980年 頃 か ら各 航 空 会 社 は 自社 の
マ ー ケ ッ トシ ェ ア ーを拡 大 す るた め,CRSに 新 しい機 能 を追 加 す る こ とに力
を注 いで きた。 システ ム開 発 は各 社 に重 い負 担 とな り,各 社 は他 社 と提 携 した
方 が業 務 が 合理 化 され開発 費 が軽減 され る ことに きが っ いた。 また機 能 が航 空
会社 の予 約 シ ステ ムか ら総 合 旅行 シ ステ ムへ と拡 大 す るにつ れ,各 シス テム間
で大 きな違 い は な くな り,代 理 店 は どの航 空 会社 のCRSを 使 って も二_ズ が
充 た され るよ うに な った。 この よ うな流 れ の中 で,以 下 の よ うに グ ローバ ル な
規 模 の系 列化 が進 行 した。
(1)米 国
現 在,ア メ リカ ン航 空 の セ ーバ ー は世 界 中の 空港,チ ケ ッ ト ・オ フィス,代
理 店 に10万 以 上 の端 末 を備 え た世 界最 大 のCRSで ,米 国 内 で も最 大 の シ ェア
を 占 めて い る。 セ ーバ ー は欧 州 で はア マ デ ウス と提 携 し,オ セ ア ニ アで はカ ン
タス航 空 の フ ァ ン タジア に も技 術 供 与 して い る。
コ ビア社 はユ ナ イ テ ッ ド航 空 会社 が開 発 した シス テ ムの販 売 ・運 営 を行 う会
社 で,世 界 第二 位 の シェ ア ーを持 って い る。1988年 に はUSエ ア ー,英 国 航 空
が コ ビア社 に資本 参 加 した。
欧州 で は ヨー ロ ッパ の主 要 航 空 会社 が共 同 で行 ったCRsrガ リレオ」の開発
に協 力 し,1993年 に は両 社 は合 併 して 新 会 社 「ガ リ レオ ・イ ン ター ナ シ ョナ
ル」 を設 立 した。 また,カ ナ ダの予 約 シス テム会社 で あ る 「ジ ェ ミニ」 社 の株
式3分 の1を 保 有 し,カ ナ ダ 市場 向 け に ア ポ ロ シ ステ ム の改 良 を はか って い
る。
これ に対 し,ノ ー ス ウエ ス ト航 空 とTWAは1988年 共 同 してパ ー ズ(PARS)
(320)
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を 開 発 し 「パ ー ズ ・ トラ ベ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム ズ」 樋 して
CRS端 末 を米 国 市 場 に 展 開 した 。
_方
,デ ル タ航 空 は 自社 の シ ス テ ム と して デ ー タ ス ・ツ ー(DATAsn)を 開
発 して い た。 そ の 後 パ ー ズ と デ ー タ ス ・ッ ー は1990年 に 合 併 して ワ ー ル ドス
パ ン とな っ た 。
ま た テ キ サ ス エ ア ー傘 下 の コ ンチ ネ ン タル航 空 は シ ス テ ム ・ワ ンを 開 発 し,
そ の 端 末 を 米 国 お よ び 欧 州 に展 開 して い る。
今 日,米 国 で は90%以 上 の代 理 店 にCRS端 末 が 設 置 され て い る。
1993年 米 国 市 場 に は セ ー バ ー,ア ポ ロ,ワ ー ル ド ・スパ ン,シ ス テ ム ・ワ ン
の4大CRSが あ る.こ の う ち,3位 の ワ ー ル ド ・スパ ン と シ ス テ ム ・ワ ンの 合
併 話 が あ っ た が 未 だ 実 現 して い な ㌔'が・ い ず れ セ/¥(33)一 ・ ア ポ ロ・ ワ ー ノレド'
スパ ンの 三 大CRSに 集 約 化 され る と い う見 方 が 強 い 。
② 欧 州
殴 州 で は ア ポ ロ,セ ー バ ー の 海 外 進 出 へ の対 抗 と して,各 国 単 位 のCRSが2
っ のGDS(GlobalDistributionSystem)に2極 化 した。 す な わ ち英 国 航 空,ア リ
タ リア航 空,ス イ ス航 空,KLMお よ び コ ビア 社 が 共 同 出 資 して 「ガ リ レオ 」を
設 立 した 。
ガ リ レオ は前 述 した よ う に 「ガ リ レ オ ・イ ン ター ナ シ ョナ ル 」 と な った が ・
オ セ ア ニ ア で ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの サ ザ ン ク ロ ス と技 術 提 携 して い る。
一 方 の ア マ デ ウ ス は エ ア フ ラ ンス,ル フ トハ ンザ,SAS,イ ベ リア航 空 が 共
同 して 設 立 したCRSで 米 国 の セ ー バ ー お よ び シ ス テ ム ・ワ ン と技 術 提 携 して
い る。
しか しな が ら,「 ア マ デ ウ ス」 ・ 「ア バ カ ス」 グル ー プ に は問 題 が あ る。 そ れ
は 「ガ リ レ オ」 グ ル ー プがIBMユ ー ザ ー で 統 一 さ れ て い る の に対L,「 ア マ デ
ウ ス 」 ・ 「ア バ カ ス」 グ ル ー プ に は ユ ニ シ ス系 の ユ ー ザ ー が 多 い。 従 って,「 ア
マ デ ウ ス 」 ・ 「ア バ カ ス 」 グ ル ー プ は端 末 を 含 む 異 機 種 間 接 続 が 可 能 な の か ど
うか,ま た 仮 に接 続 で き た と して も,端 末 か ら操 作 方 法 ま で 統 一 で き る か ど う
か 疑 問 が 残 る(図 表38参 照)。
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ア ジアで は1989年 よ りキ ャセ イパ シ フ ィ ック航 空,マ レー シア航 空,シ ンガ
ポ ー ル航 空 が 共 同 して 「アバ カ ス(ABACUSTravelSystem)」 を設立 した。アバ
カ ス は1989年 よ りパ ー ス シス テ ム の一 部 を借 りて稼 働 。 現 在米 国 の ワ ール ド
スパ ン(デ ータスHと パースの合併)と 技術 提 携 を して独 自の システ ム を開発 中 で
あ る。
日本 のCRS市 場 で はア クセ ス,イ ンフ ィニ,ア ポ ロ,セ ーバ ーの4大CRS
が シ ェア ー争 いを して い る。 日本 航 空 は 自社 の シ ステ ム 「ア クセ ス」 を他 社 に
開放 して使 用 させ て い る。 一 方,全 日空 は,国 際線 進 出 と同 時 に 日本航 空 系 の
マ ルチ ・ジ ャパ ンに加 盟 したが,1989年 マ ル チ ・ジ ャパ ンを脱 退 し,ア バ カ ス
とCRSの 合 弁 会社 「イ ンフ ィニ」を設立 し,自 社 端 末 の展 開 に乗 り出 した。 日
本 エア ー シ ステ ム(JapanAirSystem)は 国 内線 専 用 の システ ム 「スカ イ コー ル」
を 開発 して い るが,国 際 線 はマ ル チ ・ジ ャパ ンに加 盟 し,ア クセ ス端末 を使 用
して い る。
以上 概 観 した よ うに,世 界 の航 空 界 は 巨大 なCRSが 地 域 ごとに支 配 して お
り,そ れ らが互 いに資 本参 加 あ るい は技 術 供与 に よ り国 際 的 に提 携 して い る。
これ はCRSの 開 発 に は膨 大 な 費 用 が か か り,単 独 で 開発 す るよ りは提携 した
方 が効 率 が よい と各社 が判 断 して い る為 で あ る。
現在,各 地 域 で は各CRSの シ ェアが固 ま りつ っ あ り,他 社 の シェア に食 い
込 む の は困 難 に な りつ つ あ る。
4.2CRSの 中立化
CRSの 優劣 は旅行代理店 に設 置 した端末数 と提供 で きる情報(量 ・質)に あ
る。 代理店 において,特 定航空会社便の予約発券 だけで はCRSの 有用性 は知
れてお り,そ の ため各社 で は多数 の航空 会社 に システムへ の参加 を募 って い
る。参加誘致 に際 して はシステムの中立性が問われる ことにな り,CRSは 親会
社 の情報 システム部門か ら分離 し,独 立す る形 態が一般化 しつつあ る。
今後,各CRSは 航空 ・旅行業 界VANと しての中 立的 な立場 を維持 しなが
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ら・ なおかっ競争優位 を創 出す るための役割を果 たさな ければな らな い。 しか
しなが ら,CRSが 業界VANと しての性格 を強めれば,そ の戦略性 は薄れ,逆
に航空会社 のシステムと しての性格 を強 めれば,他 の航空会 社 は参加 しな くな
る。
4.3情 報サー ビス産業 へ
航空予約 ・発券機能 はCRS端 末 を使用す る代理店 に とって,ニ ーズの一部
で しかない。今後 のCRS展 開 の為 には,「一台 の端末 で旅行業務全体が取 り扱
えること」 など,端 末 に新 たな付加価値 をっける ことが重要 とな って くる。
この よ うに,CRSは 航 空会社 の予約 システムか ら旅 行総合情報 システムへ
と発展す る。 この変化 は航空会社 の販売上 の武器 と しての性格を薄め,旅 行業
界 に奉仕 す るシステムへ と変 えた。 さ らに航空会社か らは予約手数料 を,代 理
店か らは端末使用手(34)を 収入 とす るニ ュー ビジ祇 す なわち情報 サー ビス
業へ と変 えた。
〔注〕
(23)日 本 で は,日 本航 空 のAXESS(ア クセ ス),全 日空 のABLE(エ ー プル),日 本 エ
ア ー システ ムのス カイ コールが あ る。この うちAXESSは 早 くか らJALCOM-IIの 名
で海 外展 開 して きたが,他 の2社(ANA,JAS)は 国 内線 専用 の システ ムで あ った。
(24)APOLLO:コ ビアが 運 営 す るCRSを い う。1986年9月 に 日本 に進 出 して以
来,現 在 まで に約1,800台 の端末 を展開 した。1990年 に コ ビア 日本 を設 立 し,日 本
市場 の旅行 代理 店 ニ ーズへ の対応 強化 を図 って い る。 システ ムの特 長 はホ テルや米
国内運 賃 な どの デー タベ ースが充実 してお り,既 に ア クセ ス端 末 を導 入 して い る旅
行 代 理 店 で は米 国 内 の運 賃計 算 な ど に利 用 して い る事 例 も見受 け られ る。 なお,
1991年10月 よ り,日 本市 場用 に新型 端末(APOLLOPLUS)の 展 開 を開始 した
。
資料=ア ポロ 日本(株)提 供
(25)ア クセ ス(AXESS)=1991年9月 か ら日本航 空か ら独立 したア クセ ス国 際 ネ ッ
トワー クが運 営 す るCRS。1988年8月 に予約 ・発券 機能 だ けで な く,日 本語 に よ る
情 報 提供 や代理 店業 務 の支援機 能 な どを備 え た システ ム と して旅 行 代理店 に端末 の
提 供 を開始。1991年12月 現在 の代理 店展開 数 は約8,800台 。
特 色1)中 立的 な画面 表示 を行 い,日 本航空便 を含 まない予約記 録 の作 成 が可能
2)自 動運賃 計算機 能 に基 づ き,BSP航 空券 の 自動発券 が可能
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3)最 新 の旅行情 報 を,日 本 語 で リアル タイ ムに提供
4)ホ ールセ ラー各社 のパ ッケー ジッアーの検索 ・販売 が可能
5)充 実 した代 理店業 務支援機 能(バ ックオフ ィス業務 支援,渡 航手 続 き書 類作成 支
援,顧 客管 理,旅 行障害 保険証 自動発 行 な ど)を 提供
6)MULTI-JAPAN(マ ルチ ・ジャパ ン)と い う名称 のVAN(ValueAddedNet-
work)を 提 供 してお り,加 入航 空会社(25社)と 接 続可能
端末 は空 港 のチ ェックイ ン端末(JALDACS)の 開発 の経験 の あ る三 菱電機 に開発依
頼 した もの。 また,米 系CRSの 進 出 に対 抗す るため,日 本航 空 は東 京,大 阪 な ど4
都市 にAXESSセ ンター と呼 ぶ代 理 店社 員 向 け教 育 セ ンター一を設 置,AXESSの 利
用法 を代 理店 の社 員 に教 育 して い る。
出所:日 経 コ ンピュー タ1988.10。9,p.69な ど。
(26)INFINI(イ ンフィニ)1イ ンフ ィニ ・トラベ ル ・イ ンフ ォメー シ ョン株 式会 社
は 日本航空系CRSに 対抗 す るた め,1990年6月 全 日空 とアバ カス社(キ ャセイパ シ
フ ィック航 空,シ ンガポール航空,中 華航空,マ レー シア航 空,フ ィ リッ ピン航空,
ロイヤル ブル ネイ航空 の6社 が 出資す るCRS運 営 会社)と の合 弁 によ り設 立 され た。
全 日空 が提 供 して いたable(エ ー ブル)か ら国 際線 の システ ムを引 き継 ぐ形 で展開 を
行 って い る。展 開 を推 進 す るため,グ ル ー プ ・キ ャ リア ーの囲 い込 みを行 って お り・
代理 店 に対 してINFINIで の予約 ・発券 を強要 す る動 きをみせて い る。
システムの特 色
1)ア クセ スが提供 す る端 末,機 能 を徹 底 的 に意識 して開 発 した もの
2)代 理店 支援機能 をサ ポー トす る一 体型端 末(INFINIBOSS)の 展開
3)ノ ー スウエス ト航 空,TWA航 空,デ ル タ航空 のWORLDSPAN(ワ ール ドスパ
ン)の 技術 支援 を背 景 に,EQUALHOSTと い う名 で グル ープ内各社 便 の予約機
能 を改 良 した もの
資料:イ ンフィニ ・トラベ ル ・イ ンフ ォメー シ ョン株 式会社 提供 お よ び日経 コン
ピュー タ1988.10.9,p.69。
(27)RESANA(リ ザ ーナ,ReservationSystemofANA)1昭 和53年(1978)11月
に運 用 を開始 した全 日空 の旅客販 売情 報 シ ステ ムの愛称 。18月 分 の提 供席 数6,000
万座 席 に及 ぶ便 の予約 業務 を,日 本全 国 に設 置展 開 され た約2,300台 の予約端 末 と
東 京 ・羽 田に設 置 され た大型 コ ンピュー タ(UNISIS-1100/83)と の間 で行 うPNR
(PassengerNameRecord:旅 客 の名前,連 絡 先 な どの個人情 報)方 式 の 予約 システ
ム。 主 な機能 は,
座 席予約 ……予約 ・解約 ・スケ ジュール ・空 席照 会 ・予 約確認 な ど
座 席管理 …… ス ケ ジュール登録 ・変 更 ・座 席 の コ ン トロール
その他 ……旅 客 ・運 航情 報 の提 供 な どか らな り,こ の 中で も特 に航 空券 発売 期限 や
空席 待 ち予約 か らの 自動 予約 あ るいは即応 性 の富 む座 席管 理業務 な どが この シス
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テ ムの特 長。
この他 サ ブシ ステム と して,
自動発 券 シスネ ム…RESANAに よ り作成 され たPNRに 基 づ き,自 動 運賃 計算 を行
い,旅 客単 位 ・旅 程順 に航空券 を発 券機 よ り連続 的 に出力 す る
。 券面 に は航空券
と して の必要 事項 と精算 用 のOCR航 空券 番号 が印字 され る。
発 券請求 精算 システ ム,代 理店 との精 算業務 の簡素 化 を 目的 に,自 動 発券 システ
ムを通 じ,自 動発 券機 よ り発券 され た航 空券 の発 売 内容 な らび に 予約 端 末 よ り入
力 され た 手書 き航空券 の発売 内容(交 換 発行 を含 む)お よ び払 い戻 し内容 を コ ン
ピュー タで処 理 し,航 空券 の発売 時点 で請 求 書を作成 して
,代 理店 との間で精 算
す るシステ ム,代 理店接 続 システ ム… な どが あ る。
出所:全 日空 発行 「航空 用語集」p.370及 びINFINI社 提供 資料
(28)CRSネ ッ トワー クは一 般 的 に垂 直型,水 平 型,複 合 型 に分 類 で きる。垂 直 型
ネ ッ トワー クに はメー カー→卸 ・小売 ・下請 の ネ ッ トワー クがあ る。 例 花 王MIS
(MarketInformationSystem),保 谷 メ ガネ ネ ッ トな どが あ る。水 平型 ネ ッ トワー
クには業 界共 同 セ ンター(全 国銀行 システム)が あ る。複合 型 ネ ッ トワー クはVAN
が相 当す る。 但 し,共 同受 発注 デー タ交換一(医 薬 品一卸 し)イ ンター オペ ラ ビ リ
テ ィの調 整が必要 にな る。
下図 は航空 会社 の ネ ッ トワー クを分 類 した ものであ る。
比較項目 概 念 事 例 イ メ ー ジ
取引関係(顧 客 流通 一 ・地域航空会社 ⑥主要航空会社
垂 直 型
経路,供 給業者)の あ
る企 業 間 を結 ぶ 垂 直
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(29)ト リップ ス:JTBの オ ンライ ン予約 システ ム 「トリップ ス」 は第1次S2次,3
次 を経 て1989年 に第4次 シス テムが稼働 して いる。
1)ト リップ スー1(1969年):最 初 の システムは,全 国 の営 業所 で使用 して いた テ
レタイ プの通信 交換 を 自動化 す る こ とか ら始 ま り,1969年 に旅 館 ・ホテルの客
室 の予約 を付 加 し,予 約 システムを スター トさせ た ことか ら始 ま る。
2)ト リップスー-II(1974年):客 室 の予 約,航 空 会社 や私鉄 との システム結合 によ
り,航 空座 席,企 画商品,私 鉄 席,船 座 席 な どの予約 が 可能 にな った。
3)ト リップ スー 皿(1980年):そ れ までの客室,乗 物 な どの予 約 に加 え,ク ーポ ン券
の発券 と予 約行 程管理機 能 が付 加 され た。8月 に は国鉄(当 時)と の システ ム結
合 も行 われ}全 国 ど この支店 か らで も自動発 券 が可能 とな った。1988年3月 に
は米国,欧 州 との オ ンライ ンに よ る海 外地上 手配,情 報交 換が よ り早 く,手 軽 に
で き るよ うにな った。1988年II月 には ア メ リカ ン航 空 との結 合 に よ り海 外 旅
行 専用端末 か ら海外 の航空 予約 ・ホテル 予約 な どが 可能 にな った。
4)ト リップ スーW(1989年):取 扱 量 の増 大 に対処 す るため に中央 ・中継装 置 を更
新 ・増強 し,同 時 に,CRT端 末 を カ ラー画面 と し,文 字 は漢字 表示 と した。 ま
た,顧 客 ニー ズの多様 化 に対処 す るために開花情 報,積 雪情報 な ど情 報検索機
能 を充 実 させ ると共 にニ ュー ス,タ リフ等 の紙 に よ る情 報類 を コ ン ピュー タに
取 り組 ん だ。
出所;1991年JTB日 本交 通公社情 報 システ ム部 資料
(30)そ の他 の旅行 業界 のCRSと して,以 ドの システ ムが あ る。
東急 観光:シ ステム名TOPSフ レ ン ド。外販端 末台数80台(全 体350台)シ ステ ム
基 盤 の再 構築 を 目的 と して い る。
日通航 空:シ ステ ム名COMNET。 全体端 末台 数X50台,AXESSと の システム接続
を通 じて パ ッケー ジ商品 の外販 の拡 大 を 目指 す。
朝 日 トラベ ル:全 店約180店 舗 の オ ンライ ン化 を 目指 して い る。
丸井 ゼ ロワ ンネ ッ ト=シ ステ ム名TToes。 全49店 舗 に端 末設置。
出所 二各社 提供 資料
(31)日 本 旅行業 界(JATA,正 会 員591社,一 般 旅行業 者,国 内旅行業 者 を合わせ て
約6,100社,系 列代 理店 も含 め ると約8,500社(1987年4月 現 在)。
(32)旅 行業 界 に はJR系 の コ ミュニテ ィーネ ッ トワー ク(CN)やNTT系 のNTTツ
ア ーメデ ィア(次 頁図 表参照)もCRSを 軸 と した戦略 提携 をすす め,1987年10月
に な り,両 社 は旅 行代理 店 に対 してVANサ ー ビスを開始 した。この2社 は 「旅 行商
品 だ けで な く,コ ンサ ー トな どのチ ケ ッ トや物 品 レンタルな どを提供 す る。 これに
よ り代理 店 の集客力 を高 め,店 舗 の活性 化 をはか る」(CN),「 航 空会社 のCRSは 座
席予約,大 手旅行 代理店 のVANは 自社 商品 の販売 が中心。NTMは もうひ とっ の旅
行 資源 で あ る国 内 ホテル ・旅館 と中小代 理店 を結ぶ こ とを 目的 と して い る」(NTM)
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な ど独 自の付加 価値 をっ けて差 別化,中 小代理 店 の囲 い込 み を図 る戦略 で あ る。
この ほか,大 手 ホール セ ラーの ジェ ッ トッアー は投 資力,人 材 な ど大手 旅行代 理店
に劣 る部 分を同業 他社 との戦略提 携 で カバ ー し,業 界VANKツ アーネ ッ ト"構 築 に
乗 り出す構 想 をすす めて い る。
独 立系CRS
社 名 コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ワ ー ク(a} NTTッ ア ー メ デ ィ ア(b) ツ ア ー ネ ッ ト(c)
端末提供開始 87年10月 87年10月 93年春稼働予定
名称 CN21シ ス テ ム NTM旅 行情報 ネ ッ トワーク ツ ア ー ネ ッ ト
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② 約60万 コ ー ス
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注(a)コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ ー ク:1986年 設 立 。 ジ ェ ッ ト ・ッ ア ー な ど 旅 行 会 社37社 を 含 む 全60
社(含 オ リエ ン ト ・フ ァ イ ナ ン スs長 崎 屋,プ レ イ ガ イ ド)の 共 同 出 資 。
(b)1986年 設 立 。NTTの 子 会 社,他 に 伊 藤 忠 商 事,川 崎 製 鉄 な ど 出 資 。
{c}ッ ア ー ネ ッ ト=1990年 設 立 。出 資 企 業=ジ ェ ッ ト ッ ア ー,ジ ャ パ ン ・ア メ エ テ ィ ト ラ ベ ル ,
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ア ム ネ ッ ト,サ ン シ ャ イ ンホ リデ ィ ズ,プ レイ ガ イ ド ト ラ ベ ル,ト ラ ン ス ネ ッ ト,サ ンバ ー ド
ツ ア ー,バ ケ ー シ ョ ン プ ラ ン,日 新 航 空 サ ー ビ ス,ジ ェ ッ トッ ァ ー ワ ー ル ドホ テ ル シ ス テ ム
ズ,JR西 日 本,コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ ー ク。
残 念 な が ら,こ の シ ス テ ム は1994年 夏 の 時 点 で は ま だ 稼 働 して い な い 。
出 所 日経 コ ン ビa‐ タ1988.7.11,p.65,1989.10.9,p.94と 各 社 ヒ ア リ ン グ を も と に 作 成
(33)米 国 で はアメ リカ ン航 空 とデ ル タ航 空 がCRSを 統 合 しよ うと した際,シ ェア ー
が高 くな りす ぎる とい う理 由で断念 させ られ るはめ に追 い込 まれて い る。 日経 コ ン
ピュー タ1989.10.9,p.123。
(34)CRS会 社 の収入 は①端 末使 用料 と② 予約手 数料 か ら使用料 か らな る。
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柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の現 場 か ら一5一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミ、ユニ ケ ー シ ョ ン,1982,VoL19,No.5
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の 現 場 か ら一6一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1982,VoL19,No.6
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の 現 場 か ら一7一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン,1982,VoL19,No.7
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の現 場 か ら一8一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1982,VoLl9,No.8
76商 経 論 叢 第30巻 第4号(309)
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の現 場 か ら一g国 際 線 発 券 シ ステ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1982,vas.19,No.9
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の 現 場 か ら一10-一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1982,Vol.19,No.10
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の 現 場 か ら一11一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1982,Vol.19,No.ll
柳 川 英 賢 「プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の現 場 か ら一 完 一 国 際 線 発 券 シ ス テ ム海 外 展 開 」 ビ
ジ ネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン,1982 ,VoL19,No.12
日本 航 空 「JALNETを 国 内 ・国外 と も に拡 大,AXESSと の リン クで 予 約 ・検 索
もOK」 ビジ ネ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン,1990 ,Vol.27,No.5
14.ビ ジネ ス ・リサ ー チ
池 本 正 也 「国 際 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 構 築 と運 用 」 社 団 法人 企 業 研 究 会
,1992.
10
15.日 本 航 空 協 会 発 行 「各 年 度,航 空 宇 宙年 鑑 」(助 日本 航 空 協 会
16.日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 「各 年 度 コ ン ピュ ー タ 白 書 」 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ社
17.日 経 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンズ
「い ま か ら始 ま るSIS」 日経 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ズs1990.4、23
「特 集SIS基 盤 一 パ ケ ッ ト網 の威 力 」 日経 コ ミュニ ケ ー シ ョン ズ ,1990.5.14
「全 日本 空 輸 エ ン ター プ ライ ズー 座 席 予 約 情 報 を 国 際 線 の 機 内 食 供 給 に直 結 一 」 日経
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンズ ,1990.6.25
18.日 経 コ ン ピ ュ ー タ
「イ ベ リア航 空 が 新 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を稼 動 」 日経 コ ン ビa ..‐タ,1982.2.8
原 誠 「IBNか ら日立 へ の リプ レー スで 技 術 陣 と ノ ウ ハ ウの 強 化 を期 待 」 日経 コ ン
ピ ュ ー タ,1983.8.8
「世 界 一 最 大 の 通 信 ネ ッ トワ ー ク を 駆 使,シ ス テ ム を売 る一 国 際 情 報 人 間 が 動 か す
KLMオ ラ ン ダ航 空 一 」 日経 コ ン ピュ ー タ ,1984.fi.25
「日本 国 有 鉄 道(み ど りの 窓 ロ オ ン ラ イ ン)シ ス テ ム 安 全 性 の 限 界 に 挑 ん だ220万
3,300ス テ ップ構 築 計 画 」 日経 コ ン ピ ュ ー タ,X985 .5.13
平 田 昌 信 「日本 航 空 シ ス テ ム の強 化 とニ ュ ー メ デ ア軸 に生 き残 り作 戦 を展 開 」 日
経 コ ン ピ ュ ー タ,1985.9.2
「全 日 本 空 輸 情 報 シ ス テ ム部 未 来 へ は ば た く シ ス テ ム作 り を 目指 す 」 日経 コ ン
ピ ュ ー タ,1986.L6
田 口 潤 「全 日本 空 輸 国 際 線 進 出 を機 に 約500億 円 か け て シ ス テ ムー 新 」 日経 コ
ン ピ ュー タ,1986.9.15
「企 業 の死 活 を握 る戦 略 的 情 報 シ ス テ ムへ 挑 戦 始 ま る」 日経 コ ン ピ ュ ー タ,1987.10.
26
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東 亜 国 内 航 空 「予 約 シ ス テ ム を再 構 築,自 動 発 券 で 販 売 力 強 化 狙 う」 日経 コ ン ピ ュー
タ,1987.12.12
「し列 な情 報 シ ス テ ム戦 争 を繰 り広 げ る米 航 空 業 界 」 日経 コ ン ピュ ー タ,1988.7.4
「CRS端 末 戦 争 一 航 空 会 社 と旅 行 業 者 の サ バ イ バ ル ・ゲ ー ムー 」 日経 コ ン ピ ュ ー一タ,
1988.7.11
「日本 交 通 公 社 端 末 機 能 強 化 とVAN構 築 で 航 空 会 社 の 予 約 シ ス テ ム に対 抗 」 日経
コ ン ピ ュ ー タ,1988。8.15
「創 刊8周 年 記 念 特 集SIS戦 争,本 番 突 入 業 界 全 体 を 巻 き込 み 第2フ ェ ー ズへ 」
日経 コ ン ピ ュ ー タ,1989.io.9
「JTBワ ー一ル ドの 海 外 パ ッ ク旅 行 業 務 シ ス テ ムALPSプ ロ ジ ェ ク トチ ー ムー エ ン ド
ユ ー ザ ー中 心 の シ ス テ ム開 発 で 海 外 パ ック旅 行 業 務 を大 幅 に 効 率 化 一 」 日経 コ ン
ビ 、ユー一タ,1989.7.31
「全 日本 空 輸 エ ン タ ー プ ライ ズ 顧 客 管 理,販 売 網 強 化 を 目指 し24ケ 所 の ホ テ ル ・
シ ス テ ム を統 合 」 日経 コ ン ピ ュー タ,1990.3.12
「米 国 ユ ナ イ テ ッ ド航 空 のCRS,APOLLOの ユ ー ザ ー ・サ ポ ー一 ト部 隊 世 界2位 の
CRSを 駆 使 し旅 行 業 界 を 支 援 す る転 職 組3人 」 日経 コ ン ピ ュ ー一タ,1990.5.7
「特 集SIS基 盤 パ ケ ッ ト網 の威 力 」 日経 コ ン ピ ュー タ,1990.5.14
「日本 航 空 の機 内 販 売POSシ ス テ ム 開 発 チ ー ム乗 務 員 の 負 荷 軽 減 と サ ー ビス 向 上 狙
い 独 自 の 工 夫 で機 内 販 売 を シ ス テ ム化 」,日 経 コ ン ピ ュ ー タ1990.6.4
近 藤 秋 男 「CRSを 活 用 して 収 益 力 の あ る国 際 航 空 会 社 へ 」 日経 コ ン ピュ ー タ,1990.
9.24
rTFK料 理 長 の ノ ウハ ウを 機 械 化,予 約 状 況 を 基 に機 内 食 の 食 材 発 注 量 を 見 積 も る」
日経 コ ン ピ ュ ー タ,1990.12.3
「ケ ー ス ス タ デ ィ/日 本 旅 行 旅 の 商 品 作 りの イ ー ジ ー オ ー ダー化 目指 す 」 日経 コ ン
ピ ュ ー タ,1991.2.11
市 山 徹 「オ ン ラ イ ン予 約.発 券 シ ス テ ムTRITS」 日経 コ ン ピ ュ ー タ,1993.2.2
「日本 航 空 仕 様 書 のu行 間"を 読 み 切 れ ず 作 り直 しで一 年 以 上 の遅 れ 」1994.Ll4
19.日 経 情 報 ス トラ テ ジ ー
「ア メiJカ ン航 空 新 た な神 話 創 造 に む けて 威 力 増 すCRS」199.9月 号
20.日 経BP
「日経SIS情 報 戦 略 経 営 一21世 紀 の コ ン ピ ュ ー タ経 営 を 追 求 す る一 」 日経BP社,
1990.3.15
中 川 貴 雄rCRSが 生 み 出 す 究 極 の競 争 優 位 」 情 報 戦 略 経 営,日 経BP,平 成2年
21.NOMURASEARCH
森 本 照 夫 「変 貌 す る戦 略 情 報 シ ス テ ム」 野 村 総 合 研 究 所,1990年1月
78商 経 論 叢 第30巻 第4号 C30?)
22.鉄 道 通 信
坪 田信 也 「や さ しい 鉄 道 通 信(第4回)マ ル スM形 端 末 」 鉄 道 通 信1988年11月
23.電 気 通 信 学 会
伊 藤 充 江 ・大 野 豊 ・井 上 晴 雄 ・谷 恭 彦 ・不 破 康 博 「国 鉄 の座 席 予 約 シス テ ム」 第
52巻1号
〈そ の 他 資 料>
1.ア クセ ス セ ンタ ー編 「国 際 線 予 約 一 基 礎 一 」 ㈱ ア ク セ ス国 際 ネ ッ トワ ー ク
2.梅 原 孝 充 「戦 略 情 報 シス テ ムAXESS」 日本 航 空 ㈱ 情 報 シ ス テ ム本 部
3.日 本 航 空 営 業 本 部 「国 際 線 の 予約.….iri」 日本 航 空
4.日 本 航 空 協 会 主 催 「第10回 航 空 セ ミナ ー テ キ ス ト」 ㈲ 日本 航 空 協 会
5.日 本 航 空 協 会 セ催 「第11回 航 空 セ ミナ ー テ キ ス ト」 働 日本 航 空 協 会
6.日 本 航 空 協 会 主催 「第 一 回 航 空 セ ミナ ー 専 門 講 座 テ キ ス ト」 ㈲ 日本 航 空 協 会
これ以 外 の 資料;
ア クセ ス セ ンタ ー編 「旅 行 総 合 シ ス テ ム」 ㈱ ア ク セ ス国 際 ネ ッ トワ ー ク ,1992
AMERICANAIRLINESfINTERAACT-TheOn-LineMachinedSeptember
1990
ア メ リカ ン航 空 「セ ーバ ー」,COVIA「 会 社 案 内 」 及 び 「APOLLO」 カ タ ロ グ
近 畿 日本 ッ ー一リス ト 「ひ ま わ り」Nov.1991
㈱ イ ン フ ィニ トラ ベ ル イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 「INFINI」
InternationalAirTransportAssociation「 各 年 度DATAPROCESSINGCOM-
MITTEE資 料 」
BA編 「Internationa1ProgrammedAirLineReservationSystemマ ニ ュ ァ ル」
IBM
JTB日 本 交 通 公 社 情 報 シ ス テ ム部 「コ ン ピュ ー タ利 用 の 現 況 」1991.4
拙 稿 「SABRESystemanditsapplications」ICSシ ンポ ジ ウ ム,1969
全 日空 「able-ANAComputerizedReservationSystem」
全 日空 「航 空 用 語 集 」
日本 航 空 情 報 シ ス テ ム部 「旅 客 シ ス テ ム」1977
鉄 道 情 報 シ ス テ ム㈱ 「JRシ ス テ ム」 な ど
〔付記〕 本稿 は日本経営情報学会秋期全国研究発表大会(1993年11月12,13日 於
駿河台大学)に おける報告 に加筆 したものであ る。
